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る経皮的パル - ン拡大 術 の 試 み
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Blalock-tauss摘 (BT)シャント完全閉塞となった生

後 1カ月の児に対 し,経度的パル-ソ拡大術を行なう機

会を得たので報告する.

(症例)右胸心,,両天血管石室起晩 肺動脈狭窄の日

齢9日の男児.生下時体重 3260g.臼齢2相 ,低酪索

血症より徐脈を塁するようになったため同勘 緊急 BT

シャントを施行.術後 も動脈血酸素分圧 津挽02)が改

善ないためシャソト閉塞を疑い心力テを施行 し シャン

トの完全閉塞を確認 した.その後,経度的パル--ン拡大

衝を施行 した.吻合部狭窄の解除は得られなかったが,

シャントは再疎通 LPaO望む改善 Lた.Lかし再度Pa02

が低下 し,シャントは閉塞 していた.

(考案)術後畢期に完全閉塞となるほどの強い吻合部

狭窄では,狭窄自体の解除が得られなければ拡大術の効

果は一時的であると思われた.術後畢掛 こ吻合部狭窄を

解除することの安全観 象険性については検討する余地

がある.

2)当院 におけるPTCAの成績

.･:;､ ∴ _･.:I ･-了 ∴ ･

経度的冠動脈形成術 (PTCA)の成績を,勘 急性心

筋梗塞 (AMl)に対する緊急 PTCAと♯2安定型 摘P)

および不安定型狭心症 (UAP)+梗塞後狭心症 (RMI)

+無痛性虚血性心疾患 (SIHD)に対する待期的初 回

PTCA,について報告する,

勘 61名 (Killip骨原W8名主 68病変 (左も幹部3

病変)に対する患者および病変成功率はそれぞれ93%で

789

あ-､た.院内叱亡8名 LKillip分類TV6名).遠隔期死

亡1名,遠隔別心臓手術3名 (AVR,MVlミ.M＼.:P+

払 SG)であった.

♯2129名 (AlL98,LIAP-12,1てMIlll.SIrlljp-那.
173病変 (RC八-/ll,(:_7-3Ll.L̂ Ⅰ)I-9(i,Gr;lr卜21に吋

ずる患者成功率は81%,病変成功率は85%であった.拡

張前狭窄産別成功率は,狭窄度≦99%で88% 日34/153),

looヮ.6(13､20)でG5_OL,､てLJt-,ナ∴ 盛大合併症 LT千二して緊

急 CABG l名 H).鍋,).AMI2名 し1.6%),死亡0

名であった.演,CCU 婆での急性冠閉塞3名 (2.3%)
に対してはPTCAにて再拡張を得た.I:ollow･up(TAG

(3-5九月)における再狭窄率は24%であった,

3)当科におけ る PTCA の袈夏期成績
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【llF'l/.)】87年4月よL)90年 lF巨)fjtHに当村で施行 し上

PTCA症例の3カ月後までの経過を総括 Lた.監結果】

初回待機的 PTCA13例の初期成績は,成功が10例 浮7

%),病変不通過,拡張不十分,急性心筋梗塞合併が各

1例であった.緊急 PTCAは,4例中2例 (50%)が

成功,心筋梗塞ショック例の2例は救命 し得なかった▲

特赦的 FrCA成功例7例に3カ月後記動脈造影を行い,

3例 摘2%)に再狭窄を認めた.拡張後の平均残存狭窄

率は狭窄群31.3%,非再狭窄群25,6%であった,T1-

201SPECT の蒋分布像は,待機的 PTCA成功例全例

で陰性化 し,3カ月後では丙狭窄3例中3例が陽性,罪

再狭窄4例車4例が陰性であった. トレッドミルは再狭

窄群 3例中2例が陽性,非丙狭窄群4例中3例が陰性で

あった,【結語】当科の PTCAa)威蹄は従来の報告に

近い結果であった,蒋狭窄予防には,十分な拡張が必要

と思われた.蒋狭窄の検出には T卜201SPECTが有

用であった.

4)LMT病変に封する PTCAiT/-,,いて
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dicaも豆omであるが,条件がそろえば施行 しても良いこ

ととなっている.当館内において平成 1年10月13円まで


